
江
戸
時
代
の
刀
剣
番
付
と
福
島
県
ゆ
か
り
の
刀
工

　

さ
ま
ざ
ま
な
物
事
を
相
撲
の
番
付
に
倣
っ
て
序
列
化
し
た

見
立
て
番
付
は
、
そ
の
当
時
の
福
島
県
域
に
ど
の
よ
う
な
名

物
が
あ
り
、
全
国
的
に
は
ど
の
程
度
の
格
付
け
で
あ
っ
た
の

か
を
示
す
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
正
月
に
江
戸
の
北
奥

甚
助
に
よ
っ
て
板
行
さ
れ
た
「
〔
刀
剣
番
付
〕
」
（
藤
井
二
郎

家
文
書
三
三
二
③
）
を
取
り
あ
げ
る
。
見
立
て
番
付
が
登
場

す
る
の
は
、
青
木
美
智
男
『
決
定
版
番
付
集
成
』
等
に
よ
れ

ば
十
八
世
紀
末
と
い
う
か
ら
、
初
期
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

内
容
は
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
作
ら
れ
た
刀

剣
（
い
わ
ゆ
る
「
新
刀
」
）
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
「
大

関　

大
坂　

津
田
越
前
守
助
廣　

金
三
十
両
」
と
い
う
よ
う

に
位
・
産
地
・
刀
工
・
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
刀
剣
の

産
地
と
し
て
は
、
古
く
か
ら
大
和
（
奈
良
県
）
・
山
城
（
京

都
府
）・
備
前
（
岡
山
県
）・
相
州
（
神
奈
川
県
）・
美
濃
（
岐

阜
県
）
が
名
高
い
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
三
都
や
大
藩
の

城
下
町
を
中
心
に
全
国
各
地
で
優
れ
た
刀
工
が
活
躍
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

本
史
料
で
も
、
そ
の
作
風
や
切
れ
味
か
ら
会
津
虎
徹
・
会

津
正
宗
と
も
称
さ
れ
た
「
陸
奥
大だ

い

掾
じ
ょ
う

三
善
長
道
」
（
東
前
頭

十
四
枚
目
、
二
両
二
分
）
や
、
会
津
兼
定
こ
と
「
奥
州
住
兼
定
」

（
同
二
十
一
枚
目
、
一
両
一
分
）
、
三
善
長
道
の
父
で
あ
る
「
会

津
藤
四
郎
政
長
」
（
同
三
十
四
枚
目
、
二
両
）
、
相
馬
藩
の
「
中

村
住
人
国
廣
」
（
西
前
頭
四
十
三
枚
目
、
二
分
二
朱
）
と
い
っ

た
本
県
ゆ
か
り
の
刀
工
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
欄
外
右
下
に
は
、
詳
し
い
こ
と
は
「
銘め

い

盡
づ
く
し

」
す
な

わ
ち
他
の
刀
剣
書
を
参
照
す
る
よ
う
に
と
の
註
記
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
番
付
が
刊
行
さ
れ
た
同
年
同
月
に
も
、
他

書
肆
か
ら
で
は
あ
る
が
「
古
今
銘
盡
大
全
」
（
杉
内
重
義
家

寄
贈
文
書
（
そ
の
一
）
七
九
～
八
二
）
が
再
板
さ
れ
て
お
り
、

そ
う
し
た
江
戸
時
代
の
刀
剣
書
に
つ
い
て
も
併
せ
て
注
目
い

た
だ
き
た
い
。�

（
山
田 

英
明
）
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常
陸
国
古ふ

っ

渡と

（
茨
城
県
稲
敷
市
）
や
江

戸
崎
（
同
前
）
に
二
万
石
を
領
し
て
い

た
外
様
大
名
の
丹
羽
長
重
は
、
元
和
八

年
（
一
六
二
二
）
正
月
十
一
日
に
新
た
に

三
万
石
を
加
増
さ
れ
て
五
万
石
で
棚
倉
藩

主
と
し
て
入
部
し
た
。

　

左
の
写
真
は
、
棚
倉
藩
主
丹
羽
長
重
の

下
で
高
野
郡
南
郷
（
東
白
川
郡
棚
倉
町
・

塙
町
・
矢
祭
町
）
の
地
代
官
秦

し
ん
の

治
右
衛
門

が
、
元
和
八
年
十
一
月
二
十
六
日
付
で
下

渋
井
村
（
塙
町
塙
）
名
主
・
百
姓
中
に
出

し
た
年
貢
割
付
状
で
あ
る
。
塙
に
居
を
構

え
て
い
た
秦
治
右
衛
門
尉
が
、
初
期
藩
政

期
に
当
た
る
元
和
八
年
前
後
頃
か
ら
寛
永

三
年
（
一
六
二
六
）
に
か
け
て
南
郷
の
一

円
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た
。
年
貢
割
付
状

と
は
、
毎
年
そ
の
年
の
年
貢
高
を
決
定
し

て
当
該
村
宛
に
出
し
た
徴
税
を
命
じ
た
文

書
の
こ
と
で
あ
り
、
幕
領
と
藩
領
の
如
何

に
関
わ
ら
ず
、
検
地
帳
と
並
ん
で
村
支
配

の
基
本
的
な
文
書
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
下
渋
井
村
の
石
高
は
、
田
畠
屋

敷
を
含
め
て
二
一
一
石
三
斗
二
升
五
合
で

あ
り
、
田
方
の
年
貢
率
は
五
割
で
籾
納
、

畠
方
の
年
貢
率
は
四
割
四
分
で
金
納
、
下

渋
井
村
は
十
二
月
二
十
日
以
前
の
皆
済
を

命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
文
書
の
よ
う
に
発
給
者
が
花
押
と

黒
印
の
両
方
を
据
え
る
文
書
様
式
を
重
判

文
書
と
言
い
、
初
期
藩
政
期
の
年
貢
割
付

状
で
は
散
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
文
書
の
奥
裏
に
は
丹
羽
長
重

の
重
臣
で
あ
る
浅
尾
数
馬
重
常
・
上
野
左

兵
衛
・
丹
羽
五
郎
助
正
次
の
三
名
が
そ
れ

ぞ
れ
黒
印
を
据
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

様
式
は
、
当
時
の
他
藩
や
幕
領
で
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
は
難
し
い
問
題
で

あ
る
が
、
長
重
は
棚
倉
藩
の
支
配
を
円
滑

に
展
開
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
在
地
支

配
の
枠
組
を
藩
の
制
度
に
取
り
込
ん
だ
も

の
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
年
貢
割
付
状
は
、
中
世
か
ら
近

世
に
か
け
て
の
南
郷
に
お
け
る
在
地
支
配

の
移
行
過
程
を
如
実
に
示
し
た
古
文
書
で

あ
る
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
宝ほ

う
ざ
か坂

村
（
矢
祭
町
宝
坂
）
の
陳

野
兵
三
家
文
書
に
も
こ
れ
と
同
様
の
年
貢

割
付
状
が
存
在
し
て
い
る
。
（
渡
邉 

智
裕
）

　

肥
前
大
村
藩
志
士
の
渡
辺
昇
は
、
明
治

草
創
期
に
弾
正
台
（
司
法
警
察
機
関
）
大

忠
と
な
り
、
浦
上
四
番
崩
れ
等
の
重
大
事

件
に
従
事
し
た
人
物
で
あ
る
。
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
四
月
二
十
三
日
に
は
盛
岡

県
出
張
を
命
じ
ら
れ
、
同
二
十
六
日
東
京

を
発
ち
、
同
二
十
九
日
に
道
中
で
白
河
県

権ご
ん

知ち

じ事
の
清
岡
公と

も
は
る張

へ
次
の
よ
う
な
書
翰

（
『
諸
官
省
達
』
（
明
治
・
大
正
期
の
福
島

県
庁
文
書
一
二
九
）
所
収
）
を
送
っ
た
。

　

戊
辰
戦
争
時
、
御
県
の
小
名
浜
（
現
い

わ
き
市
）
で
勘
次
郎
と
い
う
者
が
大
村
藩

兵
（
新
政
府
軍
）
に
加
わ
り
、
奥
羽
出
張

中
に
家
来
同
様
に
従
っ
た
。
勘
次
郎
は
元

来
侠
客
風
の
者
だ
が
、
用
が
あ
る
た
め
、

五
月
一
日
の
御
県
止
宿
頃
ま
で
に
呼
び
寄

せ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
。
何
分
に
も
至
急

命
じ
て
欲
し
い
。
外
聞
も
憚

は
ば
か

る
こ
と
を
承

知
の
上
、
県
の
御
用
の
都
合
で
取
り
計

ら
っ
て
く
れ
る
と
こ
の
上
な
い
。
小
名
浜

は
距
離
も
あ
り
、
白
河
滞
在
中
に
逢
え
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
後
日
追
い
付
け
ば
構
わ

な
い
。
勘
次
郎
は
、
年
の
頃
四
十
余
、
中

肉
中
背
、
顔
全
体
に
疱
瘡
の
跡
が
あ
る
。

　

白
河
県
の
『
日
誌
』（
前
出
文
書
六
三
）
に

よ
れ
ば
、
書
翰
は
五
月
一
日
午
前
六
時
前

に
白
河
着
。
清
岡
は
帰
省
で
不
在
だ
が
、

書
翰
を
披
見
し
た
同
県
庶
務
局
が
、
同
日

午
前
九
時
過
ぎ
に
小
名
浜
四
ヶ
村
組
役
人

へ
勘
次
郎
の
出
頭
命
令
を
通
達
。
各
村
は

住
民
を
取
り
調
べ
、
六
月
十
日
に
県
へ
最

終
報
告
を
上
げ
た
。
該
当
者
は
小
名
浜
に

近
い
永
崎
村
（
現
い
わ
き
市
）
に
住
む
勘

次
郎
と
み
ら
れ
、
四
十
四
、
五
才
、
中
肉

中
背
、
顔
は
細
面
で
黒
く
、
戊
辰
戦
争
で

大
村
藩
兵
に
従
い
白
石
県
へ
行
き
、
明
治

三
年
十
二
月
東
京
府
へ
移
る
が
、
親
の
病

で
暇
乞
い
し
帰
郷
し
た
と
い
う
。
出
頭
に

至
っ
た
か
不
明
だ
が
、
渡
辺
の
探
し
人
が

実
在
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
六
月
十
九

日
、
白
河
県
が
盛
岡
の
渡
辺
へ
本
件
関
連

と
み
ら
れ
る
封
書
を
送
る
も
、
既
に
渡
辺

は
秋
田
へ
出
張
し
た
上
に
帰
京
の
途
に
就

い
て
お
り
、
行
き
違
い
に
な
っ
て
い
る
。　

　

渡
辺
が
勘
次
郎
を
呼
び
寄
せ
た
理
由
は

知
り
え
な
い
が
、
彼
が
出
張
中
に
指
示
し

た
反
政
府
運
動
関
係
者
の
探
索
等
と
は
異

質
で
あ
り
、
渡
辺
個
人
の
関
心
に
よ
る
召

致
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
戊
辰
戦

争
で
は
、
勘
次
郎
の
よ
う
な
侠
客
風
の

男
・
ア
ウ
ト
ロ
ー
や
、
そ
の
周
辺
の
人
々

（
目
明
し
等
）
が
地
位
向
上
等
の
た
め
躍

動
し
、
変
動
す
る
社
会
の
動
力
の
一
端
を

担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）
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棚
倉
藩
主
丹
羽
長
重
時
代
の

　
　
　
　
　
　

年
貢
割
付
状

渡
辺
大
忠
（
昇
）
書し

ょ

か

ん翰
に
見
る

　

戊
辰
戦
争
と
ア
ウ
ト
ロ
ー

〔明治 4 年〕（1871）4 月 29 日
付渡辺大忠（昇）書翰（部分、

『諸 官 省 達』（明 治・大 正 期
の 福 島 県 庁 文 書 129）所 収）



　

コ
レ
ラ
は
急
性
下
痢
性
の
感
染
症
で
、

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
流
行
で
は
福

島
県
も
患
者
八
一
二
人
（
死
者
五
〇
一

人
）
に
及
び
、
約
二
十
三
％
が
二
十
四
時

間
以
内
に
亡
く
な
る
状
況
で
あ
っ
た
。
伊

達
郡
で
郡
別
最
多
の
患
者
二
五
四
人
（
死

者
一
五
七
人
）
に
及
ん
だ
中
、
同
郡
の
山

崎
村
（
現
国
見
町
）
が
ど
う
臨
ん
だ
の
か
、

同
村
規
程
集
「
虎こ

列れ

拉ら

病
予
防
議
定
」（
山

崎
区
有
文
書
二
一
四
）
で
追
っ
て
い
く
。

　

七
月
二
十
六
日
、
梁
川
村
（
現
伊
達
市
）

で
コ
レ
ラ
が
確
認
さ
れ
る
と
、
一
村
協
議

し
、
同
二
十
九
日
、
感
染
地
域
へ
の
移
動

自
粛
、
周
辺
流
行
時
の
往
来
差
止
、
感
染

要
因
で
あ
る
魚
類
等
の
売
買
・
飲
食
禁

止
、
人
手
が
無
い
際
の
感
染
遺
体
片
付
け

の
手
伝
い
、
消
毒
用
石
炭
酸
の
配
布
等
を

申
し
合
わ
せ
た
。
県
の
方
針
に
倣
う
も
独

自
性
も
見
え
、
通
行
制
限
は
県
の
意
図
よ

り
厳
重
で
、
遺
体
片
付
け
手
伝
い
は
対
応

の
迅
速
化
を
図
る
自
主
的
方
策
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
八
月
頭
に
桑
折
村
（
現
桑
折

町
）
へ
蔓
延
す
る
や
、
各
組
で
盟
約
書
を

作
り
、
コ
レ
ラ
患
者
の
看
病
・
遺
体
片
付

け
の
助
け
合
い
、
人
手
不
足
時
の
看
病
支

援
、
火
葬
手
伝
い
、
火
葬
場
の
指
定
等
を

決
め
た
。
村
内
発
生
を
想
定
し
、
単
独
で

処
置
す
る
た
め
の
互
助
的
内
容
で
あ
る
。

　

だ
が
、
隣
の
藤
田
村
（
現
国
見
町
）
で
感

染
発
生
後
、
翌
八
月
十
二
日
議
定
書
で
は

雰
囲
気
が
一
変
。
警
察
・
医
師
来
診
時
は

病
家
を
囲
み
注
視
し
、
医
師
が
怪
し
い
薬

を
投
与
す
る
際
は
自
身
に
試
飲
さ
せ
、
試

飲
を
拒
み
通
す
時
は
板
を
打
ち
鳴
ら
し
、

参
集
し
て
投
薬
阻
止
し
「
防ぼ

う

禦ぎ
ょ

」
す
る
こ

と
等
が
決
定
。
広
ま
る
不
審
な
薬
の
噂
の

影
響
か
医
師
等
に
不
審
を
抱
き
、
警
察
と

対
立
も
想
定
し
た
緊
迫
の
状
況
で
あ
る
。

　

流
行
拡
大
の
最
中
、
同
二
十
二
日
議
定

書
で
、
各
戸
で
の
氏
神
へ
の
奉ほ

う

幣へ
い

、
藤
田

村
へ
の
通
行
禁
止
と
流
行
地
域
住
民
等
の

入
村
禁
止
、
密
か
に
流
行
地
を
往
来
し
た

者
へ
の
過
料
、
村
の
入
口
に
墻か

き

を
構
え
通

行
を
禁
ず
る
等
の
対
策
の
十
日
間
実
施
が

決
定
。
後
に
、
流
行
地
と
の
往
来
禁
止
、

近
傍
流
行
中
の
対
策
延
長
を
追
加
し
た
。

一
層
の
祈
り
に
よ
り
沈
静
化
を
図
る
一

方
、
封
鎖
策
を
講
じ
続
け
た
の
で
あ
る
。

　

山
崎
村
は
近
代
的
予
防
に
徹
し
た
が
、

流
行
に
よ
る
動
揺
と
諭ゆ

達た
つ

・
新
聞
・
噂
の
影

響
で
危
機
感
高
ま
る
中
、
村
を
守
る
た
め

排
他
（
防
衛
や
封
鎖
）
と
共
助
（
互
助
や
祈

念
）
の
二
面
性
を
強
め
て
い
っ
た
。
終
に
、

隣
村
藤
田
村
（
患
者
四
十
三
人
）
等
に
比

べ
、
山
崎
村
（
単
独
で
記
録
無
し
）
で
流

行
に
至
ら
な
か
っ
た
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

渋
沢
栄
一
・
浅
野
総
一
郎
・
益
田
孝
・

須
藤
時
一
郎
・
鈴
木
恒
吉
・
山
崎
藤
太
郎

等
六
名
の
実
業
家
が
押
印
し
た
、
明
治

二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
五
月
二
日
付
磐

城
硝
子
製
造
所
組
合
設
立
願
が
、
福
島
県

知
事
折
田
平
内
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
願

人
総
代
は
、
地
元
平
町
（
い
わ
き
市
平
）

の
実
業
家
山
崎
藤
太
郎
で
あ
っ
た
。

　

設
立
願
に
よ
れ
ば
、
設
立
の
経
緯
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
組
合
を
設
け
、
磐
城

国
磐い

わ

前さ
き

郡
小
名
浜
村
（
い
わ
き
市
小
名

浜
）
海
岸
か
ら
砂
石
（
珪け

い

砂し
ゃ

）
を
採
取
し

て
硝
子
製
造
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
硝
子
瓶

類
製
造
の
目
処
が
立
っ
た
。
そ
の
た
め
資

本
金
二
万
円
を
募
集
し
て
小
名
浜
に
磐
城

硝
子
製
造
所
を
設
置
し
、
同
海
岸
の
砂
石

で
硝
子
瓶
製
造
に
着
手
し
た
く
、
定
款
（
上

掲
図
）
を
一
緒
に
提
出
す
る
の
で
設
立
を

認
可
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

前
年
の
明
治
二
十
年
八
月
に
作
成
さ
れ

た
定
款
は
、
五
章
十
七
条
か
ら
な
り
、
設

立
願
に
名
を
連
ね
た
渋
沢
栄
一
・
浅
野
総

一
郎
・
益
田
孝
等
六
名
の
実
業
家
が
押
印

し
て
い
る
。
硝
子
製
造
所
の
創
設
に
当
た

り
、
小
名
浜
村
海
岸
か
ら
砂
石
を
採
取
し

て
硝
子
の
製
造
・
販
売
す
る
こ
と
を
定
款

の
目
的
に
謳
い
、
工
場
を
磐
前
郡
小
名
浜

村
に
設
置
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

設
立
資
本
金
二
万
円
の
割
合
が
多
い
順

に
記
す
と
、
東
京
府
深
川
区
在
住
で
浅
野

財
閥
の
浅
野
総
一
郎
が
五
千
八
百
円
、
同

区
福
住
町
四
番
地
の
実
業
家
渋
沢
栄
一
が

五
千
七
百
円
、
東
京
府
荏
原
郡
在
住
で
三

井
財
閥
の
益
田
孝
が
五
千
五
百
円
、
同
府

浅
草
区
の
実
業
家
須
藤
時
一
郎
が
千
五
百

円
、
同
府
日
本
橋
区
の
実
業
家
鈴
木
恒
吉

が
千
円
、
平
町
字
壱
町
目
六
番
地
の
実
業

家
山
崎
藤
太
郎
が
五
百
円
で
あ
っ
た
。

　

福
島
県
は
、
定
款
か
ら
磐
城
硝
子
製
造

所
組
合
を
組
合
で
は
な
く
会
社
組
織
と
判

断
し
、
一
般
の
会
社
条
例
制
定
ま
で
結
社

相
対
約
束
に
す
る
と
い
う
指
令
を
明
治

二
十
一
年
五
月
二
十
五
日
付
で
出
し
た
。

　

そ
の
製
品
に
亀
裂
が
生
じ
た
た
め
、
技

術
的
な
改
良
が
試
み
ら
れ
た
が
、
上
手
く

行
か
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
磐
城
硝
子
製

造
所
は
明
治
二
十
三
年
に
解
散
し
、
そ
の

工
場
は
渋
沢
が
相
談
役
で
あ
っ
た
品
川
硝

子
会
社
へ
譲
渡
さ
れ
た
。�

（
渡
邉 

智
裕
）
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城
硝
子
製
造
所
組
合
の

　
　
　
　

設
立
と
渋
沢
栄
一

明
治
十
五
年
コ
レ
ラ
流
行
と

　
　

伊
達
郡
山
崎
村
の
対
応

明治 15 年（1882）
8 月 22 日付議定書

（部分､「虎列拉病
予防議定」（山崎区
有文書 214）所収）

明 治 20 年 （1887）8 月 付 磐 城 硝 子 製 造 所
組 合 定 款 （部 分、『会 社 其 ノ 他』、 明 治 ・

大 正 期 の 福 島 県 庁 文 書 3284）



　

現
在
開
催
中
（
令
和
三
年
三
月
二
十
八

日
ま
で
）
の
新
公
開
史
料
展
で
取
り
上
げ

て
い
る
「
今
村
文
直
家
文
書
」
は
、
江
戸

時
代
か
ら
現
在
の
伊
達
市
域
で
馬
医
を
つ

と
め
て
い
た
家
の
史
料
群
で
あ
る
。

　

今
村
家
が
い
つ
頃
、
馬
医
に
な
っ
た
か

は
定
か
で
は
な
い
が
、
馬
の
治
療
法
を
記

し
た
「
桑
嶋
秘
伝
集
上
巻
」
（
今
村
文
直

家
文
書
一
七
）
に
「
寶
暦
九
己
卯
歳
三
月

五
日
今
村
与
惣
右
衛
門
〔
略
〕
之
ウ
ツ
シ
」

と
あ
り
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
馬
医
と
し

て
活
動
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
し
て
、
近
代
に
な
る
と
、
今
村
文
五

郎
と
い
う
実
力
者
が
登
場
す
る
。
明
治
二

年
（
一
八
六
九
）
生
ま
れ
の
彼
が
修
業
を

始
め
た
の
は
同
二
十
二
年
の
こ
と
で
、
ま

ず
福
島
町
の
福
地
七
之
助
に
、
つ
い
で
川

俣
町
の
今
村
英
亮
に
師
事
し
た
（
「
履
歴

書
」
、
明
治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁
文
書

三
〇
八
八
所
収
）
。

　

当
時
、
す
で
に
東
京
な
ど
に
は
獣
医
学

を
専
門
的
に
教
え
る
学
校
も
存
在
し
て
い

た
が
、
地
方
の
村
馬
医
の
子
で
あ
る
文
五

郎
に
入
学
の
機
会
は
な
く
、
修
行
は
も
っ

ぱ
ら
実
地
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
明
治
二
十
五
年
、
彼
に
大
き

な
転
機
が
訪
れ
る
。
県
の
獣
医
学
講
習
所

に
編
入
し
、
西
洋
の
獣
医
学
を
学
ぶ
機
会

を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翌
年
に
は

獣
医
免
許
試
験
に
合
格
し
て
獣
医
と
な
る

の
だ
が
、
二
年
ほ
ど
で
休
業
し
、
今
度
は

日
本
最
古
の
農
業
高
校
で
あ
る
宮
城
農
学

校
（
現
宮
城
県
農
業
高
等
学
校
）
獣
医
科

に
編
入
し
て
研
鑽
を
積
ん
だ
。

　

な
お
、
そ
う
し
た
過
程
で
使
用
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
「
比
較
解
剖
脈
管
論 

全
」（
今

村
文
直
家
文
書
四
七
）
な
ど
の
教
科
書
類

も
残
さ
れ
て
お
り
、
前
引
「
桑
嶋
秘
伝
集

上
巻
」
な
ど
の
江
戸
時
代
の
馬
医
書
と
の

違
い
に
は
き
っ
と
驚
か
れ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
ぜ
ひ
展
示
室
で
（
会
期
終
了
後
は
閲

覧
室
で
）
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
の
後
、
文
五
郎
は
帰
郷
し
て
再
び
獣

医
を
開
業
す
る
。
最
先
端
の
知
識
を
身
に

着
け
た
彼
を
周
囲
が
放
っ
て
お
く
は
ず
は

な
く
、
明
治
四
十
四
年
に
福
島
信
達
獣
医

蹄
鉄
工
組
合
が
結
成
さ
れ
た
際
に
は
総
代

の
一
人
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
向
上
心
と

努
力
に
よ
っ
て
自
ら
人
生
を
切
り
拓
き
、

社
会
に
貢
献
し
た
彼
も
ま
た
、
立
志
伝
中

の
人
物
で
あ
っ
た
。�
（
山
田 

英
明
）

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
に
取
り
組
み
な
が
ら
事
業

を
実
施
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

収
蔵
資
料
展
は
四
回
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
只
見
線
復
旧
応
援
「
奥
会
津

の
古
文
書
―
只
見
町
を
中
心
に
―
」
は
四

月
十
八
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で
の
会
期

で
、
収
蔵
す
る
只
見
町
の
古
文
書
を
紹
介

し
ま
し
た
。
第
二
回
目
の
開
館
五
〇
周
年

記
念
事
業
「
福
島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
名

品
展
Ⅰ
」
は
、
七
月
十
八
日
か
ら
九
月

十
三
日
の
会
期
で
、
美
術
系
の
優
品
を
展

示
し
ま
し
た
。
第
三
回
目
の
同
「
福
島
県

歴
史
資
料
館
収
蔵
名
品
展
Ⅱ
」
は
、
九
月

十
九
日
か
ら
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
の
会

期
で
、
歴
史
系
の
貴
重
な
資
料
を
展
示
し

ま
し
た
。
第
四
回
目
の
「
新
公
開
史
料

展
」
は
十
二
月
五
日
か
ら
開
催
中
で
、『
福

島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目
録
』
第

五
十
一
集
に
収
録
し
た
「
下
鳥
渡
区
有
文

書
（
そ
の
一
）
」「
今
村
文
直
家
文
書
」「
丹

治
昭
夫
家
文
書
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
（
三

月
二
十
八
日
ま
で
）
。

　

移
動
展
で
は
、
四
月
二
十
五
日
か
ら
六

月
二
十
八
日
ま
で
奥
会
津
博
物
館
に
て
開

催
予
定
の
只
見
線
復
旧
応
援
「
奥
会
津
の

古
文
書
―
南
会
津
町
南
郷
地
域
を
中
心
に

―
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
「
描

か
れ
た
江
戸
時
代
の
伊
達
郡
」
を
福
島
県

立
図
書
館
で
開
催
し
、
十
一
月
二
十
八
日

に
は
、
関
連
講
座
「
江
戸
時
代
の
絵
図
で

つ
な
ぐ
今
と
昔
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

古
文
書
講
座
は
七
月
四
日
・
八
月
九

日
・
九
月
五
日
・
十
月
十
一
日
の
四
回
実

施
し
、
テ
キ
ス
ト
に
「
広
瀬
静
樹
家
文
書
」

を
使
用
し
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
七
日
の
地
域
史
研
究
講
習

会
は
、「
初
代
「
義
経
腰
掛
松
」
に
つ
い

て
―
近
世
東
北
の
名
所
の
実
態
―
」「
古

文
書
で
読
み
解
く
米
沢
藩
の
信
達
支
配
―

上
杉
景
勝
・
定
勝
父
子
の
時
代
を
中
心
に

―
」
と
題
し
た
研
究
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
二
日
の
開
館
五
〇
周
年
記

念
事
業
「
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
で

は
、
「
江
戸
時
代
の
農
書
に
見
る
か
ら
む

し
栽
培
―
『
会
津
農
書
』
を
中
心
に
―
」

の
報
告
や
、
昭
和
村
の
記
録
フ
ィ
ル
ム
「
か

ら
む
し
の
こ
え
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

資
料
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
完
全
事
前
予

約
制
で
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。
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あ
る
村
馬
医
の
立
志
伝

　
　
　
　

―
今
村
文
五
郎
―

歴
史
資
料
館
の
一
年

比 較 解 剖 脈 管 論 全
（今 村 文 直 家 文 書 47）


